
 

- 1 - 

 

東急電鉄株式会社 田園都市線 梶
かじ

が
が

谷
や

駅構内において発生した 

鉄道事故の調査について 

（経過報告） 

  

 

令和８年１０月１日 

運輸安全委員会（鉄道部会） 

 

 

 運輸安全委員会は、令和７年１０月５日、東急電鉄株式会社の田園都市線梶が谷駅構内におい

て発生した鉄道事故（列車衝突事故）について、令和７年１０月から原因を究明するための調査

を進めてきたところであるが、事実の確認、原因の分析及び再発防止策の検討のために、更に一

定の時間を要する状況である。このため、本調査については、本鉄道事故が発生した日から１年

以内に調査を終えることが困難であると見込まれる状況にあることから、運輸安全委員会設置法

第２５条第４項の規定に基づき、以下のとおり本調査の経過を報告する。 

 なお、本経過報告の内容については、今後、新たな情報の入手等により、修正されることがあ

り得る。 

また、本調査は、本鉄道事故に関し、運輸安全委員会設置法に基づき、鉄道事故及び事故に伴

い発生した被害の原因を究明し、事故等の防止及び被害の軽減に寄与することを目的として行う

ものであり、事故の責任を問うために行うものではない。 

 

１．鉄道事故の概要 

東急電鉄株式会社（以下「同社」という。）の田園都市線梶が谷駅構内において、令和７年

１０月５日（日）、梶が谷駅３番線から５番線へ入換え中の１０両編成の回送１９運行２２２

列車（以下「本件回送列車」という。）は、保安装置の動作により、最後部車両（以下、車両

は前から数え、前後左右は列車の進行方向を基準とする。）が２４号分岐器の車両接触限界を

支障する位置に停止した。その後、再力行
りきこう

する時、上り本線から梶が谷駅３番線に向けて走

行中の１０両編成の普通４運行２２２列車（以下「本件普通列車」という。）が同分岐器に進

入し、両列車は衝突した。これにより、本件回送列車の最後部車両前台車全２軸が進行方向

右側に脱線した。 

この事故により、本件回送列車の車掌が負傷した。 

（図１及び図２ 参照） 

 

２．調査の概要 

運輸安全委員会は、令和７年１０月６日、本鉄道事故の調査を担当する主管調査官ほか１

名の鉄道事故調査官を指名した。現時点までに関係者からの口述聴取、運行記録の解析、運

転取扱いに関する調査及び分析、鉄道施設に関する調査及び分析、車両に関する調査及び分
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析、気象に関する情報収集等を実施した。 

 

３．判明している主な事実情報 

（１）運行の経過 

本件回送列車は、運転士養成を目的として、指導操縦者による指導の下で運転士見習

が操縦を行っていた。運転士見習は、本件回送列車を梶が谷駅３番線から５番線へ入換

え中、運転士養成訓練の一環として指導操縦者の指示により、過走を防護する信号の照

査パターン*1に人為的に抵触させた。これにより保安装置が動作し、本件回送列車は所定

停止位置より約２３ｍ手前に停止した。この時、本件回送列車の最後部車両は２４号分

岐器の車両接触限界を支障する位置にあった。その後、運転士見習は所定停止位置に向

けて本件回送列車の走行を再開したところ、防護無線を受信したため、再度停止させた。 

本件普通列車の運転士は、上り本線を梶が谷駅３番線に向けて走行していたところ、

本件回送列車が通常より３番線への進路に近い位置にいると感じ、非常ブレーキを操作

したものの、本件普通列車の右側が本件回送列車の最後部車両の右側と衝突した。本件

普通列車はそのまま減速し、先頭車両が梶が谷駅３番線ホーム始端付近に停止した。停

止後、同運転士は防護無線を発報した。なお、上り本線から梶が谷駅３番線への進入に

関わる場内信号（車内信号）は、進行現示であった。 

 

 （２）死傷者 

負傷１名（本件回送列車の車掌） 

  

（３）車両の損傷及び脱線の状況 

本件回送列車の最後部車両は、補助排障器の損傷、ステップの損傷、多数の摺損
しゅうそん

等が

見られた。本件普通列車の１～４両目の右側面にかけて、多数の摺損やドアの損傷等が

見られた。 

また、本件回送列車の最後部車両の第１軸と第２軸付近において、左レールの軌間内

及び右レールの軌間外に脱線痕が見られた。 

（図３、図４及び図５ 参照） 

 

 （４）鉄道施設の損傷の状況 

２５ロ号転てつ器のフロントロッドの湾曲、ＡＴＣループ線の断線、タイプレート及

びまくらぎに車輪傷等が見られた。 

 

 

 

 

 
*1 「照査パターン」とは、目標の地点において列車速度が制限速度（停止を含む。）以下となるように、目標地

点までの距離と速度との関係を求めたものをいう。ATC 制御下では、走行速度が照査パターン以上になると、自

動的にブレーキが動作する。 
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（５）信号保安設備及び地上設備の状況 

① 車両接触限界標と絶縁継目*2の位置関係 

本件回送列車は、車両接触限界を支障する位置に停止していた。停止した箇所に関係

する絶縁継目は、車両接触限界を約９.５ｍ支障する位置に設置されていた。 

（図６ 参照） 

② 連動装置*3の改修 

梶が谷駅構内は、平成２７年の田園都市線梶が谷駅構内線形改修工事により連動図表*4

を変更し、連動装置を改修した。改修工事前は、本事故時に本件回送列車が停止した位

置に列車が停止した場合、本件普通列車が走行した上り線から３番線への進路は構成さ

れないように進路構成条件が設定されていたが、同改修工事の際に削除されていた。 

鉄道に関する技術上の基準を定める省令（平成１３年国土交通省令第１５１号）に基

づき同社が定めた運転保安設備実施基準では、軌道回路の機能等について次のとおり定

められているが、前述の改修工事においては、この、ただし書きで定められた措置が講

じられていなかった。 

（図７ 参照） 

〔運転保安設備実施基準第６７条（抜粋）〕 

軌道回路による列車検知装置は、次の基準に適合するものとする。 

転てつ器がある場合は、次に掲げる範囲に軌道回路の分界点を設けないこと。ただ

し、地理的な条件によりこれによれない場合は、連動装置の連鎖機能等により衝突防

止の措置を講ずること。 

ア 転てつ器に附帯する車両接触限界からトングレール*5と反対方向であって、次に

揚げる
原 文 マ マ

長さ以内の範囲 

(１) その転てつ器を走行する列車等の最前部の車体の形状がレール方向に対し

て直角方向に直線的なものについては、その列車等の先端から第１車軸までの

長さ 

(２) その転てつ器を走行する列車等の最前部の車体の形状がレール方向に対し

て直角方向に直線的でないものについては、その列車等の端部が他方の線路に

おける車両限界と接触する点における車両接触限界から第１車軸までの長さ 

イ トングレールの先端からその転てつ器に附帯する車両接触限界までの範囲 

ウ トングレールの先端から分岐器前端方向に３ｍ以内の範囲 

   

（６）気象 

本事故発生当日の天気は曇り、気温は２４.１℃であった。 

 
*2 「絶縁継目」とは、レールを信号設備の一部として使用する軌道回路において、隣接する軌道回路との境界に

設置し、レールを電気的に絶縁する構造のレール継目をいう。 

*3 「連動装置」とは、閉そく装置と信号装置、信号装置と転てつ装置等の相互間を関連づけて進路構成条件を設

定することにより、停車場構内における全体的な保安機能を実現し、安全な列車運転を確保するための装置を

いう。 

*4 「連動図表」とは、連動装置を設備した停車場構内における連動機能を表現した図表をいう。配線略図等を記

載した連動図と連動の内容を記載した連動表から構成される。 
*5 「トングレール」とは、ポイント部に用いられる先端がとがった転換されるレールをいう。 
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４．今後の調査 

   本鉄道事故の原因及び本鉄道事故に伴い発生した被害の原因の究明並びに事故の再発防止

策の検討のため、これまでの調査で得られた情報を基に、信号保安設備の設計の経緯など更

なる事実確認や分析のほか、原因関係者からの意見聴取を行う必要がある。 

   当委員会は、これまでの調査、分析等によって得られた結果を踏まえて、引き続き本鉄道

事故の原因等の調査を進める。 
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※ この図は、国土地理院の地理院地図（電子国土 Web）を使用して作成した。 

図１ 本事故発生場所付近の位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 本事故発生場所付近の状況 
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（①補助排障器の損傷、②ステップの損傷、③④摺損等） 

図３ 本件回送列車の車両の損傷等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（①②④摺損等、③ドアの損傷、⑤連結面間の損傷等） 

図４ 本件普通列車の車両の損傷等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 本件回送列車の脱線の状況 
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※車両接触限界を約９.５ｍ支障する位置にある絶縁継目は、車両接触限界標よりもトングレール側にあるた

め、隣接線路上の車両との離隔が一層小さくなる 

図６ 車両接触限界標と絶縁継目の位置（車両接触限界を約９.５ｍ支障する位置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※軌道回路の境界に位置する絶縁継目（図の緑線）は、車両接触限界標よりも外側（トングレールから遠い側）

の、列車等の先端から第１車軸まで以遠に置く 

 

 

 

 

 

 

 

 

※地理的な条件により上記によれない場合（絶縁継目が車両接触限界標よりも内側の場合）は、上のＡのエリア

に車両が存在するとき、Ｂのエリアに車両を進入させないよう、信号を制御する（＝停止現示とする）。 

→この制御がされておらず、本事故発生時は進行現示であった。 

図７ 車両接触限界標を超えて車両を進ませないための概念図 

 

【車両接触限界標（図の赤×） 】 

これ以上分岐器始端（図の左側）に進むと、 

車両同士が接触するという幾何学的な限界位置 

 

 

約 9.5m 

左写真撮影方向→ 

絶縁継目→ 
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車内信号イメージ 

●停止現示 

●進行現示 

トングレール 


